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2018年9月から申込・実施を開始予定
通年で実施しており、実施時期は先生が任意で決めることができる。

数検スコア総合診断の特長
１．診断実施における先生の業務負担を最小限まで抑え、簡単に利用できる診断。CBT方式で実施するので、いつ
でも、どこでも実施でき、試験資材の配付・回収などの手間は一切ない。
２．診断結果を利用して、授業の計画や授業改善など、PDCAを回すための指標として活用することができる。先
生が事前に設定する目標値、授業重点度における到達度合と理解度、復習すべき項目と復習レベルについてクラ
ス全体が可視化されるため、授業計画や改善のPDCAを回すための資料として利活用できる。
３．診断結果を個人面談などの面談資料として利用できる。先生が目標値を設定し、授業重点度に対する理解度
も可視化されるため、生徒の不得意分野と合わせて、個人面談の資料として利用することができる。
活用例
１．数検スコア総合診断の目標値、授業重点度を設定して授業改善、見直しのPDCAサイクルの指標として活用。
２．数検スコア総合診断を学内で実施していた中間テストや期末テストの補助として活用。
３．診断結果を生徒との個人面談の資料の一部として利用。

CBT

7営業日程度

「高校生のための学びの基礎診断」認定された測定ツール

公益財団法人　日本数学検定協会

数検スコア総合診断　数Ⅰ・数Ａ

主な対象者

　数検スコア総合診断は、数学Ⅰと数学Ａを中心に義務教育段階の数学を含めて、学習項目ごとの理解度を測
定。測定する資質・能力は、数学Ⅰの「数と式」、「図形と計量」、「二次関数」、「データの分析」と、数学
Ａの「場合の数と確率」、「整数の性質」、「図形の性質」と義務教育段階の数学の「数と式」、「図形」、
「関数」、「資料の活用」。
　実施方法は、CBT方式で実施し、インターネット環境を利用してパソコンやタブレットから、いつでも、どこで
も、実施することができる。
　診断実施前に先生から「クラスの目標値」と「学習項目別の授業重点度」をヒアリングし、生徒の診断結果集
計に反映させる。反映された診断結果は、先生の授業に直結した結果となるため、授業改善や授業重点度の見直
しなど、授業のＰＤＣＡサイクルを回す指標として利活用できる。さらに、個人の診断結果を利用して先生は生
徒単位の「面談指導」の資料としても活用できる。
　CBT方式の実施において、個人の情報を登録せずに「個人情報を持たない」IDとパスワードを利用することで、
情報漏洩などを未然に防ぐ。
　診断の申し込みから、診断実施、結果の返却、万が一のシステムトラブルについて万全のサポート体制を構築
している。受け付け窓口は、平日9時から18時まで、電話・メールによるサポート。※土日祝については緊急連絡
先を用意。

試験時間（分）

出題に関すること

対象教科

数学Ⅰ及び数学Ａをすべて学習し終えた者

○
⑤測定内容の区
分

英語数学

3,456円（税込）/回

英語数学

60分

国語


